
日本医史学雑誌第48巻第3号（2002） 366

画
家
ア
ン
リ
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
（
函
９
１

号
弓
○
巨
さ
匡
附
‐
Ｆ
“
昌
蔚
ｐ
畠
窪
‐
忌
日
）
は
低
身
長
で
、
こ
れ
が

生
涯
の
悩
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
の
出
自
は
中
世
か
ら
続
く
貴
族
で
あ
り
、
父
ア
ル
フ
ォ
ン
ス

伯
爵
は
従
妹
の
ア
デ
ル
・
タ
ピ
エ
・
ド
・
セ
レ
イ
ラ
ン
と
結
婚
し

て
い
る
。
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
と
ア
デ
ル
の
母
親
は
姉
妹
で
あ
り
、
両

親
は
い
と
こ
結
婚
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
幼
少
の
頃
か
ら

少
し
右
下
肢
が
短
く
、
容
貌
も
異
な
り
、
虚
弱
で
あ
っ
た
。
偏
頭

痛
、
両
脚
の
疲
労
感
は
彼
を
悩
ま
し
た
が
、
幼
時
か
ら
絵
画
が
好

き
で
よ
く
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
い
た
と
い
う
。

一
八
七
八
年
五
月
（
一
三
歳
）
低
い
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
、
左
大
腿
骨
を
骨
折
し
た
。
大
し
た
外
力
に
起
因
す
る
も
の

で
な
く
、
明
ら
か
に
病
的
骨
折
で
あ
っ
た
。
ギ
プ
ス
固
定
を
受
け

20

画
家
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
・
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク

（
屍
Ｒ
Ｉ
Ｓ
臼
）
の
疾
患
に
つ
い
て

小
林
晶

、

て
い
る
。
あ
ま
り
体
力
が
回
復
し
て
い
な
い
の
で
、
歩
き
回
る
の

を
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
七
九
年
八
月
二
四
歳
）
散
歩
中
、
溝

に
落
ち
て
右
大
腿
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
後
遺
症
も
あ
っ
て
、
両
下
肢
は
短
縮
し
た
ま
ま
成
長
が
停

止
し
て
、
一
三
歳
時
の
一
メ
ー
ト
ル
五
○
セ
ン
チ
の
身
長
が
、
後

に
僅
か
二
セ
ン
チ
し
か
伸
び
な
か
っ
た
。
手
指
の
短
縮
も
あ
っ

た
。

こ
れ
以
外
に
顔
貌
に
も
変
化
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
頭
部

が
相
対
的
に
大
き
く
、
下
顎
が
小
さ
い
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
判

然
と
し
な
い
発
音
は
鼻
音
が
多
く
、
歯
列
形
成
が
不
良
で
あ
っ

た
。
小
児
時
代
に
は
杖
に
す
が
っ
て
歩
行
し
、
身
体
的
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
常
に
あ
り
、
自
然
と
好
き
な
絵
画
に
向
か
っ
て
い
っ

た
。
以
後
の
パ
リ
で
の
絵
画
の
勉
強
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
生
活
、

ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
と
の
関
わ
り
あ
い
な
ど
は
絵
画
、
映
画
な

ど
の
芸
術
面
か
ら
紹
介
さ
れ
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
前
述
の
よ
う
な
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
身
体
的
態
様
が
、
如

何
な
る
疾
患
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
医
学
上

種
々
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
こ
と
に
、
戦
後
は
骨
系
統
疾
患
の
研
究

の
進
歩
に
つ
れ
て
、
整
形
外
科
、
小
児
科
、
遺
伝
学
領
域
な
ど
で



日本医史学雑誌第48巻第3号(2002)367

は
、
骨
形
成
不
全
症
（
○
牌
ｇ
鴨
扁
鳥
目
月
Ｈ
庁
只
巴
論
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
病
像
と
は
明
ら
か
に

異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
軟
骨
無
形
成
症
（
シ
号
自
身
８
冨
凶
巴
、

偽
性
軟
骨
無
形
成
症
（
界
①
且
○
四
ｇ
ｏ
且
ｇ
豆
“
の
厨
）
、
多
発
性
骨
端

異
形
成
症
弓
○
ご
ｇ
旨
耳
の
①
巴
身
９
両
の
国
）
な
ど
が
提
唱
さ
れ

た
。
し
か
し
、
否
定
的
意
見
が
多
く
、
今
で
は
こ
れ
ら
も
除
外
さ

れ
た
。
最
も
病
像
に
似
る
の
は
鎖
骨
・
頭
蓋
異
形
成
症
（
Ｑ
四
号
‐

ｇ
目
芭
号
９
両
の
国
）
と
大
理
石
病
（
○
の
扇
呂
①
耳
○
場
）
で
あ
る

が
、
一
九
六
二
年
マ
ロ
ト
ー
と
ラ
ミ
ー
（
巨
閏
９
８
口
×
陣
Ｆ
四
目
己

は
、
「
濃
化
異
骨
症
（
卑
目
＆
淵
吊
目
器
）
」
と
命
名
し
た
新
骨
系

統
疾
患
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
四
歳
男
子
と
一
八
か
月
女
子
の
兄

妹
例
で
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
二
）
頭
蓋
・
縫
合
、

泉
門
の
開
存
、
（
二
）
下
顎
骨
の
形
成
不
全
、
（
三
）
骨
陰
影
の
濃

化
、
易
骨
折
性
、
（
四
）
指
趾
骨
の
欠
損
、
（
五
）
常
染
色
体
劣
性

遺
伝
な
ど
で
あ
る
。
前
述
の
鎖
骨
・
頭
蓋
異
形
成
症
で
は
、
鎖
骨

の
欠
損
な
い
し
形
成
不
全
が
必
発
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
で

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
骨
の
構
築
に
変
化
が
な
く
優
性
遺

伝
で
、
は
っ
き
り
と
別
の
疾
患
で
あ
る
と
し
た
。
大
理
石
病
で
は
、

頭
蓋
骨
、
下
顎
骨
、
四
肢
骨
な
ど
に
は
硬
化
以
外
の
変
化
が
な
く
、

体
格
は
均
整
が
あ
り
、
貧
血
や
肝
脾
腫
大
を
伴
う
。
こ
れ
も
鑑
別

で
き
る
と
主
張
し
た
。

マ
ロ
ト
ー
ら
は
、
一
九
六
五
年
あ
ら
た
め
て
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の

疾
患
は
、
本
症
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
以
来
、
内
外
の
諸

文
献
で
は
疾
患
は
確
定
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
、
遺
伝

子
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
写
真
は
多
数
あ
る
が
、

Ｘ
線
写
真
は
渉
猟
し
た
範
囲
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
で

は
、
青
池
勇
雄
ら
が
既
に
一
九
四
六
年
本
症
と
酷
似
し
た
症
例
を
、

ロ
潟
○
解
８
勗
月
貫
○
囲
吊
（
硬
化
性
異
骨
症
）
の
名
で
報
告
を
し
て

い
る
の
が
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
日
本
整
形
外
科
学
会
の
わ
が

国
に
お
け
る
濃
化
異
骨
症
の
登
録
は
、
過
去
一
○
年
間
に
一
六
例

で
あ
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）


